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WB 1:500-1:1000,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 38 kDa; Observed MW: 38 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	ミエリン形成において中心的な役割を果たすRNA結合タンパク質（PubMed:16641098）。5'-NACUAAY-N(1,20)-UAAY-3' RNAコア配列に結合します。標的mRNAの安定性を調節します（PubMed:23630077）。さらに、pre-mRNAスプライシング、mRNAエクスポート、およびタンパク質翻訳を調節することによって作用します。MBPやCDKN1BなどのmRNAの保護と安定性の促進に必要です。統合失調症におけるミエリンおよびオリゴデンドロサイトの機能不全に関与している可能性のある、脳におけるオリゴデンドロサイトの分化および成熟の調節因子です（PubMed:16641098）。MBP mRNAの核外輸送を調節することにより、mRNA輸送に関与します。また、MAG pre-mRNAのmRNAスプライシングの調節にも関与します。翻訳抑制因子として作用します。
	研究分野
	神経科学
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	QK1 抗体を使用した 3T3 ラット脳溶解物中の QK1 のウエスタン ブロット分析。
	

	QK1 抗体を使用した K562 溶解物中の QK1 のウエスタン ブロット分析。

